
宇都宮市議会における女性議員の活動環境に関する決議 

 

政治分野におけるハラスメントや固定観念が，女性の政治参画を阻害する要因と

なり得ることは，国の調査等でも指摘されているところであり，そのため議会とし

ても，すべての議員が尊厳を損なわれることなく活動できる環境を維持・向上させ

ていくことが重要である。 

また，市議会基本条例においても，議員の活動原則として，議会が言論の府であ

ること及び合議制の機関であることを十分に認識し，議員相互の自由な討議を尊重

することを定められており，性別にかかわらず，議員一人一人がそれぞれの立場や

考えに基づき，自らの意見を表明し，議会活動を行っている。 

こうした状況の中で，令和８年９月定例会の一般質問において，女性の政治参画

に関する発言の中で，「自由に声を上げられず，組織や多数者の意向に従うことだ

けを求められる」「自らの意見を表明したことによって，暴力的な言葉や圧力など，

活動を続けることが困難な状況」などという発言があった。 

しかしながら，本市議会では，女性議員も，それぞれの立場や考えに基づき，積

極的に意見を述べ，議会活動を行っている。加えて，一定数以上の議員が所属して

いる交渉会派６会派のうち３会派で女性議員が代表職を務めるなど，リーダーとし

ての能力を存分に発揮している。 

このようなことから，今回の一般質問における発言は，市民に対し本市議会にお

ける女性議員の活動環境について誤解を生じさせる可能性があるため，議会として

の認識を明らかにする必要があると考える。なお，本決議は，特定の議員の発言内

容を非難することを目的とするものではなく，議会全体としての姿勢を示すもので

ある。 

よって，本市議会は，女性議員を含むすべての議員が，それぞれの立場や考えに

基づき，自らの意見を表明し，議会活動を行うことができる環境にあることを確認

する。そして，今後もその環境をさらに向上させるため，議長の公平かつ厳正な議

会運営のもと，すべての議員が品格を重んじ，互いの人格と意思を尊重しながら議

会活動に努めていくことを，ここに改めて明らかにする。 

 

以上，宇都宮市議会として，市議会における女性議員の活動環境に関して決議す

る。 
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